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社会福祉法人小越会 基本理念・基本方針・行動指針 

 

基本理念 

①当法人小越会は、次の３つの精神を基本理念として社会福祉事業

に取り組みます。 

  １）『思いやり』のあるサービスの提供 

  ２）『優しさ』をもったサービスの提供 

  ３）『愛情』のあるサービスの提供 

 ②利用者の人格の尊厳を礎に、利用者本位の福祉サービスを安定

した経営環境のもとで提供いたします。 

 ③安全で安心できる暮らしの継続をモットーに、地域福祉の拠点

として、そして地域のよりどころとしての機能を十分発揮して

住民の期待と信頼にこたえます。 

 

 基本方針 

 １「利用者に寄り添う心のケアの実践」 

 ２「利用者の人格と尊厳を守れる人材の育成」 

 ３「法令を遵守し安定した経営基盤を醸成」 

 ４「地域貢献を社会福祉法人の使命と捉え、信頼を高める」 

   

行動指針 

 １ 関わりを持ち、心配りができる心身のケアに努めます。 

２ 笑顔と優しい言葉で接します。 

 ３ 相手の立場に立って考え、信頼ある行動に努めます。 

４  安全で安心な生活の継続を支援します。 

５ 差別、虐待、人権侵害を許さず、権利擁護に努めます。 

６ 環境の改善を進め、明るい組織風土づくりに努めます。 

 ７ 法令を遵守し、福祉の専門職として、その力を発揮します。 

 ８ 常に自己研さんに努め、小越会の一員として誇りと自覚を持

って地域福祉の増進に努めます。 
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第二 社会福祉法人小越会 法人・施設の概要 
平成 ４年 ５月 社会福祉法人小越会法人設立認可 

平成 ５年 ４月 特別養護老人ホームおごしの里開所 

平成１０年１０月 特別養護老人ホームこしじの里開所 

         身体障害者療護施設しぶみ園(現 障害者支援施設しぶみ園)開所 

平成１２年 ４月 身体障害者通所授産施設しぶみ工房(現 障害福祉サービス事業所しぶみ工房)

開所 

平成２４年 ５月 特別養護老人ホームこしじの里ユニット増築 

 

○社会福祉法人小越会 

 長岡市不動沢２２１９番地５ 代表 ℡0258-41-0801 

  

○特別養護老人ホームこしじの里 

 障害者支援施設しぶみ園 

 長岡市不動沢２２１９番地５ 代表 ℡0258-41-0801 

 介護保険事業  

・介護老人福祉施設  定員５０名 

・介護老人福祉施設(ユニット型) 定員４０名 

・短期入所生活介護(介護予防) 定員２０名 

・通所介護(介護予防) 定員２５名 

・訪問介護(介護予防) 

・居宅介護支援事業 

・第一号通所事業 

 障害福祉事業 

・施設入所支援・生活介護事業 定員１０名 

・短期入所事業 定員１名 

・居宅介護・重度訪問介護 

 

○特別養護老人ホームおごしの里 

 長岡市小国町楢沢９０番地 代表 ℡0258-95-3110 

 介護保険事業  

・介護老人福祉施設  定員５０名 

・短期入所生活介護(介護予防) 定員１７名 

・通所介護(介護予防) 定員２５名 

・居宅介護支援事業 

・第一号通所事業 

 

○障害福祉サービス事業所しぶみ工房 

 長岡市小国町原甲３４８番地 代表 ℡0258-95-5233  

 障害福祉事業 

・就労継続支援 B型 定員２０名 

・共同生活援助 かわばた寮 ７名 ひまわりの家６名 

・地域活動支援センター 定員１０名 

 

 

 

 

 



- 3 - 

第三 社会福祉法人小越会経営体制 
一 評議員 ７名 
二 理 事 ６名 

三 監 事 ２名 

   

評議員会 

第１回評議員会 

開催日：令和７年６月２５日 開催通知日：令和７年６月１２日 

出席 評議員５名 理事６名 監事２名 

第１号議案 令和６年度社会福祉法人小越会事業報告について 

第２号議案 令和６年度社会福祉法人小越会決算について 

第３号議案 社会福祉法人小越会社会福祉充実残額について 

第４号議案 社会福祉法人小越会理事の選任について 

第５号議案 社会福祉法人小越会理事の選任について 

第６号議案 社会福祉法人小越会理事の選任について 

第７号議案 社会福祉法人小越会理事の選任について 

第８号議案 社会福祉法人小越会理事の選任について 

第９号議案 社会福祉法人小越会理事の選任について 

第１０号議案 社会福祉法人小越会監事の選任について 

第１１号議案 社会福祉法人小越会監事の選任について 

第２回評議員会 

開催日：令和８年３月２１日 開催通知日：令和８年２月１９日 

出席 評議員６名 理事６名 監事２名 

第１号議案 報告１ 令和８年度社会福祉法人小越会事業計画 

      報告２ 令和８年度社会福祉法人小越会当初予算 

理事会 

第１回理事会 

開催日：令和７年５月２８日 開催通知日：令和７年５月９日 出席：理事６名 監事２名 

第１号議案 社会福祉法人小越会経理規程の一部を改正する規程について 

第２号議案 社会福祉法人小越会給与規程の一部を改正する規程について 

第３号議案 社会福祉法人小越会しぶみ工房就労支援事業収入配分規程の一部を改正する規定につ

いて 

第４号議案 社会福祉法人小越会しぶみ工房事務専決規程の廃止について 

第５号議案 社会福祉法人小越会しぶみ工房利用者退所事務処理規程の廃止について 

第６号議案 社会福祉法人小越会しぶみ工房利用者規程の廃止について 

第７号議案 令和６年度積立資産並びに積立資金の積立てについて 

第８号議案 令和６年度社会福祉法人小越会事業報告について 

第９号議案 令和６年度社会福祉法人小越会決算について 

第１０号議案 社会福祉法人小越会社会福祉充実残額について 

第１１号議案 報告 職務執行報告について 

第１２号議案 社会福祉法人小越会理事の選任について 

第１３号議案 社会福祉法人小越会監事の選任について 

第１４号議案 令和７年度第１回評議員会の開催について 

第２回理事会（書面議決） 

開催日：令和７年６月２日 開催通知日：令和７年６月２日 出席：理事６名 監事２名 

第１号議案 評議員選任候補者を推薦する件について 

第２号議案 令和７年度第１回評議員会の開催について（変更） 

第３回理事会 
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開催日：令和７年６月２５日 開催通知日：令和７年６月１２日 出席：理事６名 監事２名 

第１号議案 社会福祉法人小越会理事長の選定について 

第２号議案 社会福祉法人小越会業務執行理事の選定について 

第３号議案 社会福祉法人小越会評議員選任・解任委員の選任について 

第４号議案 報告１ 評議員選任・解任委員会の結果報告について 

第５号議案 社会福祉法人小越会法人本部事務局長の解任について 

第６号議案 社会福祉法人小越会法人本部事務局長の選任について 

第７号議案 社会福祉法人小越会法人本部事務局次長の選任について 

第４回理事会 

開催日：令和７年９月２４日 開催通知日：令和７年８月２９日 出席：理事５名 監事２名 

第１号議案 特別養護老人ホームおごしの里訪問介護事業の廃止について 

第２号議案 社会福祉法人小越会経理規程の一部を改正する規程について 

第３号議案 社会福祉法人小越会育児・介護休業等に関する規程の一部を改正する規程について 

第４号議案 障害者支援施設しぶみ園運営規程の一部を改正する規程について 

第５号議案 社会福祉法人小越会補正予算について 

第６号議案 報告 職務執行報告について 

第５回理事会 

開催日：令和７年１２月１０日 開催通知日：令和７年１１月２０日 出席：理事６名 監事２名 

第１号議案 社会福祉法人小越会慶弔規程の一部を改正する規程について 

第２号議案 報告１ 令和７年度中間時報告について 

      報告２ 職務執行報告について 

第６回理事会 

開催日：令和８年２月１９日 開催通知日：令和８年２月１８日 出席：理事６名 監事２名 

第１号議案 職員の非違行為について 

第７回理事会 

開催日：令和８年３月１１日 開催通知日：令和８年２月１９日 出席：理事６名 監事２名 

第１号議案 社会福祉法人小越会経理規程の一部を改正する規程について 

第２号議案 報告 職務執行報告について 

第３号議案 社会福祉法人小越会補正予算について 

第４号議案 社会福祉法人小越会事業計画について 

第５号議案 役員賠償補償の加入について 

第６号議案 社会福祉法人小越会当初予算について 

第７号議案 社会福祉法人小越会施設長等の解任について 

第８号議案 社会福祉法人小越会施設長等の選任について 

第９号議案 令和７年度第２回評議員会について 
第１０号議案 工事の契約について 

評議員選任解任委員会 

開催日：令和７年６月１２日 開催通知日：令和７年６月２日 出席：委員５名 

第１号議案 社会福祉法人小越会選任・解任委員会委員長の互選について 

第２号議案 評議員の選任について 

法人監査 

令和６年度決算 監事 郷 礼子 大橋春昇 

実施日：令和７年５月２０日 おごしの里、しぶみ工房 

２１日 法人本部、こしじの里、こしじの里ユニット、しぶみ園 

令和７年度中間 監事 郷 礼子 大橋春昇 

実施日：令和７年１１月１８日 おごしの里、しぶみ工房 

           １９日 法人本部、こしじの里、こしじの里ユニット、しぶみ園 
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四 社会福祉法人小越会 経営運営事業執行 体制 
◎理事会  

◎経営運営会議 理事長 業務執行理事 施設長 本部事務局 

◎法人本部 

 事業 事業の種類 施設名（定員） 

社会福祉事業 第 1 種 特別養護老人ホーム こしじの里（50 名） 

こしじの里ユニット（40 名） 

おごしの里（50 名） 

障害者支援施設 しぶみ園（10 名） 

第 2 種 老人デイサービス事業 こしじの里（25 名） 

おごしの里（25 名） 

老人短期入所事業 こしじの里（20 名） 

おごしの里（17 名） 

障害福祉サービス事業 こしじの里（居宅介護・重度訪問） 

しぶみ園（短期）（1 名） 

しぶみ園（生活介護） 

しぶみ工房（就労継続支援事業 B 型）（20 名） 

かわばた寮（7 名) 

ひまわりの家（6 名） 
老人居宅介護等事業 こしじの里 
地域活動支援センター しぶみ工房（10 名） 

公益事業 居宅介護支援事業 こしじの里 

おごしの里 
訪問調査事業 こしじの里 

おごしの里 
介護保険法に基づく第一号通所

事業 
こしじの里（10 名） 

おごしの里（10 名） 

※体制に関わる名簿は別紙 
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五 各拠点における組織体制 

拠点区分：法人本部 

理事長 
本部事務局長  番場光康 

所管：法人本部・こしじの里・こしじの里ユニット・しぶみ園 

業務執行理事 

本部事務局次長 松田宏基 

所管：法人本部・おごしの里・しぶみ工房 

本部事務局次長 杉本あさ子 

所管：法人本部・こしじの里・こしじの里ユニット・しぶみ園 

 

拠点区分：こしじの里・こしじの里ユニット・しぶみ園 

統括責任者 杉本あさ子 

施設長 杉本あさ子   管理者 伊佐有紀子 

総務課 庶務係・財務係・管理係 

生活相談課 生活相談係 

高齢介護課 介護支援係・入所介護係・短期入所介護係 

看護課 看護係・機能訓練係 

在宅介護課 
通所介護係 

訪問介護係 

居宅介護支援課 居宅介護支援係 

障害福祉課 生活支援係 

給食栄養管理課 栄養管理係 

 

拠点区分：おごしの里・しぶみ工房 

統括責任者 松田宏基 

施設長 種部厚子   管理者 久保田輝夫 小川 毅 

総務課 庶務係・財務係・管理係 

生活相談課 生活相談係 

高齢介護課 介護支援係・入所介護係・短期入所介護係 

看護課 看護係・機能訓練係 

在宅介護課 通所介護係 

居宅介護支援課 居宅介護支援係 

給食栄養管理課 栄養管理係 

障害福祉課 生活支援係・就労支援係 
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第四 中長期計画  
一 課題への取組み 

当法人の基本理念は、大きく３つの構成から成り立っています。一つ目は、「『思いやり』のある

サービスの提供、『優しさ』をもったサービスの提供、『愛情』のあるサービスの提供」と私たちが

福祉の活動を行うにあたり、その姿勢を示しており、利用者に寄り添う心のケアの実践を目指しま

す。二つ目は、「利用者の人格の尊厳を礎に、利用者本位の福祉サービスを安定した経営環境のもと

で提供する」。利用者の人格と尊厳を守れる人材により、安定した持続可能な経営基盤のもと、福祉

サービスを継続できるように取り組むことを目指します。三つ目は、「安全で安心できる暮らしの継

続をモットーに、地域福祉の拠点として、そして地域のよりどころとしての機能を十分発揮して住

民の期待と信頼にこたえます。」。これは、当法人が、地域貢献を社会福祉法人の使命と捉え、事業

の透明性を確保しながら、様々な視点から安全と安心を追求し、信頼を高めるよう取り組み、地域

生活の継続的な実現に寄与することを目指しています。これを、行動指針に基づき、行動できる人

材により、基本理念の実現に向け取り組んでまいります。この度の計画期間は、期間中に２０２５

年、いわゆる団塊の世代が全て７５歳以上となる時期と重なることから、今後、高齢者人口がピー

クを迎える２０４０年頃に向けて、更なる人口構造の変化や、それに伴う社会環境が変化していく

時代に突入していきます。また、生産年齢人口の減少が顕著となり、介護を含む各分野においても

人材不足が大きな課題となることや、物価高騰や賃金の引上げなど経済的な影響による事業環境の

変化も生じてくるため、当法人の経営における地域課題への対応は避けて通れない状況となります。

運営を継続していくためには、安定性や持続可能性を高める取り組みが必要であるため、まずは財

務基盤の安定を重点課題として他の目標も長期的視点に基づき継続しながら着実に計画を進めてい

きます。 

 

一.サービスの質の向上に向けた取り組み 

二.福祉人材の確保・維持 

三.財務・資産管理の強化 

四.法人運営の持続性の確保 

 

二 中期的な取組み 期間：令和６年度から令和８年度 

長期的な課題に対応すべく、介護保険計画年度等に併せ、取り組みを行います。期間は、令和６年

度から令和８年度とします。 

 

【目標】 

一．サービスの質の向上に向けた取組み 

 １ 自立支援・重度化防止に向けた取り組み強化 

 ２ リスク管理に基づく継続的なサービス提供体制の構築 

 ３ 地域課題へ対応するための取り組み推進 

 ４ 基本理念・基本指針に基づき第三者評価を指標とした自ら取り組むサービスの質の向上 

二．福祉人材の確保・維持 

 １ 職員の適正な人員配置及び柔軟な人材活用 

２ 積極的な ICT・介護機器の導入による生産性の向上とデジタル化の推進 

３ 働きやすい職場づくりに資する実践的な取り組み 

三．財務・資産管理の強化 

 １ 収支差額の確保 

四. 法人運営における持続性の確保 

 １ 地域の実情に応じた持続可能なサービスの展開 

 ２ 合理的な法人運営の取り組み 

 ３ 内部管理体制の強化と事業運営の透明性の確保 
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一．サービスの質の向上に向けた取組み 

 １ 自立支援・重度化防止に向けた取り組み強化 

  これまでの自立支援の取り組みを踏まえながら、アウトカム評価の充実や LIFEによる科学的

介護の推進、フィードバックデータの活用に取り組む。 

 ２ リスク管理に基づく継続的なサービス提供体制の構築 

  感染症や災害への対応力を高め、BCPに基づき継続的にサービスを提供できる体制の構築。事

故防止・虐待防止・身体拘束等の適正化など各法令・基準等で求められている事項を法人共

通の認識事項として対応。 

 ３ 地域課題へ対応するための取り組み推進 

  認知症の方や単身高齢者などの利用者が住み慣れた地域において生活を継続するために必要

な支援を行う。また、生活保護、虐待ケース等の生活困難者や、各拠点施設における地域内

の特徴を考慮したサービスの提供も積極的に対応していく。 

４ 基本理念・基本指針に基づき第三者評価を指標とした自ら取り組むサービスの質の向上 

   第三者評価項目に基づいた取り組みを継続して実施する。また、ある程度の目標がクリアさ

れれば、再度、客観的な評価を受審することも検討する。 

二．福祉人材の確保・維持 

 １ 職員の適正な人員配置及び柔軟な人材活用 

 人材の確保が更に厳しい状況となるが、多様な人材の確保や人材をより柔軟に活用するなど、

良質なサービスを安定的に提供するための取り組みを推進させる。 

 ２ 積極的な ICT・介護機器の導入による生産性の向上とデジタル化の推進 

 人材不足の観点ではなく、職員のやりがいや定着につながる職場環境の改善に向けたＩＣＴ

や介護機器等の活用により、サービスの質の向上や業務負担の軽減に資する取り組みを推進

する。また、紙ベースからの脱却を進め、作成や保存に係るコストの削減に加え、電子化・

システム化による手続きの効率化に取り組む。 

３ 働きやすい職場づくりに資する実践的な取り組み 

職場におけるハラスメント防止に対する職員の関心と理解を深めるために必要な取り組みの

強化。経営改善や生産性向上の取り組みを通じた成果を職員の賃金に適切に還元していける

制度の再構築。 

三．財務・資産管理の強化 

 １ 収支差額の確保 

  法人全体での収支差額確保を目指す。 

第一 当期資金収支差額の確保(積立支出・比較的大きな修繕・固定資産の購入は加味。)  

第二 経常増減差額の確保 

事業運営の継続性を維持していくためには、安定した資金確保が必要なため、一定の目標を

定めて運営を行う。第１の目標として、法人単位資金収支計算書における当期資金収支差額

の確保を目指す。ただし、将来に備えた積立、今後、発生する修繕費用、固定資産の購入に

おける支出は加味しながら、収支差額の確保における判断とする。第２の目標は、経常増減

差額の確保に努める。償却費用が大きいため、可能な限りその留保に努める。 

四. 法人運営における持続性の確保 

 １ 地域の実情に応じた持続可能なサービスの展開 

様々な影響が生じることが考えられるため、どのような影響が生じるかを見据えながら、必

要なサービスが切れ目なく提供されるよう地域の特性や実情に応じた柔軟かつ効率的な取り

組みを推進する。 

 ２ 合理的な法人運営の取り組み 

  法人運営においても必要なサービスはしっかりと確保しつつ、サービスの適正化・重点化を

図り、経営の安定性・持続可能性を高める。 

 ３ 内部管理体制の強化と事業運営の透明性の確保 

  法人業務を適正に実施する体制を維持し、法人としての目的を有効かつ効率的に実行する。
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コンプライアンス遵守、リスク管理、ガバナンス強化、不正防止等のため事業運営の透明性

を確保する。 

 

 

第五 令和７年度事業実績 
   一 法人全体・本部 

[法人全体] 

一．サービスの質の向上に向けた取組み 

自立支援・重度化防止の取り組みとして、法人内事業所では科学的介護情報システム（LIFE）を

活用したケアの推進を進めてきました。フィードバックデータの比較により利用者の状況を的確に

把握し、ADLの維持・改善に役立てることを目的として取り組みを継続しています。今後も研究・研

修を重ね、ケア方針として定着させ、より確かな成果につなげてまいります。また、BCPの取り組み

についても、定期的な訓練や研修を実施し、感染症や災害への対応力向上に努めています。引き続

き、実効性の高い体制づくりを進めていきます。地域課題への対応としては、新規利用者の獲得に

向け、近隣地域の関係機関への働きかけを継続し、より広域での利用に繋がるよう取り組みを行い

ました。その結果、利用に繋がるケースが増え安定したサービス提供が可能となっています。今後

も地域に限らず利用を希望される方に柔軟に対応できるよう支援を続けてまいります。 

二．福祉人材の確保・維持 

人材確保については、高卒を含む新卒採用活動を継続して実施し、新卒者１名を含む新年度採用

者を確保することができました。中途採用についても、ハローワークの人材確保支援を積極的に活

用した結果、例年より応募者が増加し、採用につながるケースも増えてきています。今後もハロー

ワークとの連携を強化し、WEBの活用や説明会への参加を継続いたします。また、多様な人材の確保・

活用の観点から外国人材の雇用も進めており、年度内に２名を採用し、生活支援を含めた育成を開

始しています。適正な人員配置を図るため、拠点間・事業所間での柔軟な異動や交流を促進し、利

用者数に応じた配置を行うことで、人材不足感はあるものの、必要なサービスを継続して提供でき

ている状況です。引き続き、ICTや介護機器の導入を進め、ケアの質の向上と業務改善を推進してま

いります。 

三．財務・資産管理の強化 

収支状況については、一部の介護事業において当初計画していた実績に達しない見込みとなった

ため、補正予算で調整を行いましたが、法人全体としては介護事業の収入は前年度より増加してお

ります。一方で、障害事業の収入が前年度より減少したことから、総収入としては前年並みの水準

となりました。今年度は経年劣化に伴う改修工事を実施しました。こしじの里では屋上防水工事を、

おごしの里では冷房設備の更新および灯油地下タンクの改修工事を行ったため、修繕費が大幅に増

加しております。その結果、法人全体の資金収支および事業活動収支はマイナスとなりました。た

だし、利用状況に応じた適正な人員配置や業務効率化を進めた結果、人件費を抑制することができ

たため、施設整備や固定資産に係る経費を除けば、前年度と比べてマイナス幅は縮小しております。

今後も経年による設備改修時期に入っていることから、引き続き計画的な財務資産管理に努めてま

いります。 

四. 法人運営における持続性の確保 

今年度は任期満了に伴う役員改選を行い、新たな役員による執行体制となりました。経営運営体

制については、法人本部を中心に各拠点との情報連携を円滑化するとともに、リスク管理を含めた

ガバナンス強化に取り組みました。法人における会議開催状況としては、評議員会を２回、理事会

は書面決議を含め７回開催しております。事業継続に必要な人員および資金の確保については、人

員減少が続く状況下においても、サービスの質を維持するため、積極的な業務改善を推進し、人員

配置の適正化を図りました。また、継続課題である経営改善に向け、法人の方針に沿った事業推進

を目的として、医療機関をはじめとする関係機関への働きかけを強化し、安定したサービス提供体

制の確立に努めました。今後も、人材の確保・定着への意識を一層高めるとともに、効率的な事業

運営を進めることで、経営の安定性および持続可能性の向上を図ってまいります。 
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[法人本部] 

理事会・評議員会の開催計画および執行、定例の経営運営会議の開催を中心に法人運営を進めま

した。法改正に伴う規程の改正や役員改選に伴う人事案件への対応、各種規程の廃止・整理などを

実施しております。人材育成の観点から、法人内会議に次世代管理職員を参画させ、経営に対する

視点や法人課題の理解など将来を担う役割を広げられるよう機会づくりを始めております。また、

法令遵守や倫理観を持ち業務にあたるための知識の習得と意識向上を目的とした法人研修を継続的

に実施しております。採用活動では、新卒者への取り組みを継続するとともに、新たに外国人材の

採用を進め、人材確保に努めました。外国人材の受け入れにあたっては、支援機関と連携し、入国

準備や生活支援に関する手続きを進めるとともに、受入施設では職員の理解を深めるための教育・

研修を実施しました。また、働きやすい職場づくりを推進した結果、女性活躍推進法に基づく「え

るぼし」認定や、多様で柔軟な働き方を推進する企業として「ニーフル」認定を取得することがで

きました。今後は、これらの認定を活かし採用活動において広くアピールするとともに、多様な人

材の活用について検討を進めていきます。人材の定着・育成も重要な課題であり、生産性向上の観

点から業務の効率化とケアの質の向上を目的とした業務整理や機器の活用を促進し、法人全体でそ

の効果を共有していきます。財務資産管理については、比較的大きな修繕や固定資産の更新があり

積立金を充当しながら事業を実施しました。そのため資産は減少傾向にありますが、各施設で経年

による修繕費の割合が増加している状況も踏まえ、施設機能を維持するために必要な修繕や固定資

産の更新を速やかに実施できるよう財源の確保を重視しつつ、将来の施設の在り方も検討しながら

計画的に進めてまいります。 

 

二 実施拠点 

１ こしじの里・しぶみ園 

介護老人福祉施設（従来型・ユニット型） 

障害者支援施設（短期入所） 

短期入所生活介護（介護予防） 

通所介護（総合事業）くらし元気アップ事業 

訪問介護（総合事業）居宅介護 重度訪問 

居宅介護支援 介護保険法に定める訪問調査 

【取組事項】 
■サービスの質の向上に向けた取組 

○必要なサービスを速やかに提供できる仕組み作り 

【課題と方針】 

現在、当施設ではワイズマン記録ソフト、家族連携アプリ等、様々なデジタルツールを導入してい

ます。現在導入してある機器の更なる活用により、受入れ準備時間の短縮と急な入所希望者への迅

速な対応と業務効率化に取り組んでまいります。 

身寄り無しや生活困窮者、虐待ケース等、困難ケースに対する対応力の向上のため、専門知識を持

つ職員を増やすため、今年度も継続して研修に参加していきます。 

【目標】 

・受入れまでに要していた時間を 25％短縮する。 

・権利擁護に関する外部研修に各事業帯で最低１名、研修に参加する。 

【取り組み状況・成果】 

入退所の増加により稼働率は向上しましたが、受入れまでの期間については、目標としていた 25％

短縮には至りませんでした。入退所の状況については、従来型で 24名、ユニット型で 19名の入退

所があり、入所までに要した日数は従来型が平均 18.9日、ユニット型が平均 13.4日でした。平均

稼働は、従来型が 47.2名、ユニット型が 37.9名となり、いずれも前年度を上回りました。加えて、

ショートステイの平均稼働も 18.5名と増加しました。これは、令和 6年度当初に職員退職の影響で

ショートステイの稼働を抑制していたことが影響し、利用実数が減少しましたが、その後、ICT導入

等による設備整備による職員の負担軽減と人員体制の確保を進めるとともに、新規利用者の獲得に
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取り組んだ結果であると考えています。1月より議事録作成ソフトを導入し、受入れ前準備や情報整

理の効率化に一定の効果が見られていることから、今後は活用方法の検討と職員への定着を進め、

さらなる受入れまでの期間短縮を目指したいと考えています。また、低所得者や単身高齢者など生

活困窮者を 2件受け入れ、地域包括支援センターや福祉事務所と連携を図りました。一方で、権利

擁護に関する外部研修への職員参加は目標に満たず、生活困窮者受入れに伴い、利用者家族による

支払い遅延が発生し、現時点でも未収金が生じています。このため、今後は関係機関との連携強化

に加え、受入れ時の確認体制を見直し、リスク管理の一層の強化を図っていきます。令和 7年度は

ケアマネジャー3名体制で実績 128名を担当しており、令和 6年度（平均 3.08名・実績 135.4名）

と比較して人員体制が縮小する中でも、一定の実績が維持できたと思います。 

○LIFEの活用やサービス関連の基準・加算項目の運用によりアウトカム評価の結果を出す 

【課題と方針】 

眠りスキャンによる睡眠データや LIFEによってフィードバックされた情報を活用し、科学的根拠に

基づいたケアの提供、そして加算算定に繋がるように努め、利用者の ADLや QOLが維持・改善でき

るように支援してまいります。 

【目標】 

・前年度の LIFEのフィードバックデータと比較して、利用者の ADL改善率を 20％向上させる。 

・眠りスキャンデータを活用して睡眠改善に取り組み、介護計画書へ反映させる。 

【取り組み状況・成果】 

ユニット型では、ADL維持等加算についてⅡからⅠへ変更となったものの、引き続き算定することが

できました。一方で、改善率は目標としていた 20％には至りませんでした。これは、前年度と比較

して入退所者数が約 2倍に増加したことにより、在所期間が短い利用者の割合が高くなり、ADL改善

率に影響を及ぼした可能性が考えられます。デイサービスにおいては、ADL維持等加算Ⅰを継続して

算定することができましたが、Ⅱの算定基準には届きませんでした。令和 7年度より、新たに月 2

回のリハビリ教室を実施する体制を整えたことから、今後はその継続と内容の充実を図り、ADL維

持・改善の効果を高めることで、ADL維持等加算Ⅱの算定につなげていきたいと考えています。また、

眠りスキャンのデータを活用し、睡眠薬や下剤の服用タイミングや量の見直しを行った結果、睡眠

状況の改善につながった事例が見られました。さらに、看取り期にある利用者の状態観察や異常の

早期発見にもつながり、適切な支援に結び付けることができました。 

○不測の事態が発生しても、損害を最小限に抑え、速やかに事業再開できる組織にする 

【課題と方針】 

BCPは作成済みであり、研修も実施していますが、職員の実践的スキルは不足しています。職員一人

一人が実践能力を高めるため、研修は継続して計画的に実施してまいります。 

併設事業所のメリットを活かした職員体制を整え、感染症発生時や職員の突発的な休みにも柔軟に

対応できる仕組みを作っていきます。 

【目標】 

・BCPシミュレーション研修を年２回以上実施する。 

・研修後のフィードバック評価を行い、職員の理解度と満足度を 70％以上にする。 

・ジョブローテーション（職務交替）を取り入れる。 

【取り組み状況・成果】 

BCPシミュレーション研修は計画のとおり年２回実施できました。研修後の評価として、「理解した」

が９５％と高かったですが、実践度については「実践に不安がある」を選択した職員も一部おり、

今後も継続したシミュレーション研修が必要であると考えています。ジョブローテーションは高齢

介護課（従来型）と障害福祉課において１名実施できました。職員数が限られる中では効果的な取

り組みであり、異動が少なく同一部署在籍期間が長い状況において、他部署から職員が入ることで

新たな視点や刺激が生まれ、組織に良い影響をもたらしたと感じています。 

○リスクを予測し、行動でき、不測の事態を最小限に防ぐ 

【課題と方針】 

薬の誤投与や転倒・転落事故といった介護過誤や虐待・身体拘束といった不適切行為を防止するた
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め、令和７年度も事故防止委員会、虐待防止・身体拘束適正化委員会が中心となり、発生要因の検

証と再発防止策を徹底するとともに、職員に対して計画的に研修を実施してまいります。また、環

境等、設備の改善や手順書の見直しも継続して行い、利用者の安全と安心を確保してまいります。 

【目標】 

・事故発生件数を前年度から 10％削減させる。 

・虐待防止、身体拘束廃止の法人指針の職員の理解度を 100％にする。 

【取り組み状況・成果】 

委員会を中心に事故削減に向けた取り組みを行いましたが、前年度からの１０％削減には至りませ

んでした。特に誤薬事故の発生件数が多く、マニュアルを遵守しないことが主な原因です。改めて

マニュアル遵守の徹底を呼び掛け、事故発生の予防に努めます。計画的な研修の実施と指針の周知

により、全職員が虐待防止と身体拘束廃止の指針の内容を理解することができました。今後も継続

的な研修を行い、日常支援への定着を図って参ります。 
■福祉人材の確保・維持 

○ICTの活用と適材適所の職員配置を行い、仕事の生産性をあげる。 

【課題と方針】 

メルタスファミリーや眠りスキャン、インカム等、介護の直接サービスに結びつく ICTの導入の他、

文書や在庫等が一元的に管理・共有ができるクラウドストレージサービスも導入しています。導入

後も有用な方法を探し、電子化を進めて業務効率を向上させていきたいと考えています。職員の育

成にも力を入れ、職員が複数の役割をこなせるようにジョブローテーション（職務交替）を取り入

れたいと考えております。 

【目標】 

・業務プロセスの見える化 手順書の使いやすさや有用性のアンケートを実施する。 

・ペーパーレス化の促進。 

【取り組み状況・成果】 

職員数は令和 6年度平均 103名から令和 7年度平均 97名へと約 5.8％減少しており、現場運営に与

える影響は小さくないものでした。限られた人員体制の中でも令和 5年度より進めてきた機器導入

および環境整備が定着したことで、業務の効率化が進み、安定した運営を維持することができたと

思います。眠りスキャンを活用した夜間巡回を定着させることで、夜間帯の巡視頻度を抑えつつ見

守り体制の強化を図るため、令和 8年 3月には共有スペースにカメラを導入し、利用者の状態把握

がより容易になりました。また、夜間帯の負担軽減策として持ち運びが容易なスマートフォン端末

を 3台配備し、インカムについては、故障時の速やかな更新や不足時の追加購入を行い、安定した

運用の定着を図っています。あわせて、骨伝導式およびネックスピーカー型のヘッドセットを導入

し、長時間使用による職員の疲労感軽減にも取り組みました。入浴業務においては、座浴設備を更

新し、新たにミスト浴を導入しました。洗体および浴槽清掃が自動化されたことで、介助に要する

身体的負担が軽減されるとともに、入浴業務全体の作業時間短縮につながりました。事務面では、

紙媒体削減と事務効率向上を目的に外部ストレージの IDを追加し、使用する職員の拡大を図りまし

た。さらに、職員用連絡ツールアプリを有償プランへ切り替えることで、職員間の情報共有の円滑

化を進めました。加えて、令和 8年 1月には議事録作成ソフトを導入し、議事録作成時間の削減と

情報共有の迅速化につなげました。これらの取組により、職員数が減少する中においても業務効率

化が進み、運営体制の安定化および稼働実績の回復に繋がったと思います。 

■財務・資産管理の強化 

○経年劣化に伴う各種修繕、更新を計画的に実施する。 

【課題と方針】 

令和７年度においては、比較的に金額のかかる各種修繕及び更新を予定しております。財源につい

ては、前期末支払資金残高と本部における積立金を予定しております。特に経過年数が長い事業に

おいては、各種修繕及び更新の支出額が増加し、収支差額の確保が難しいため、所管における総体

的な収支差額の確保に努めます。昨今の状況は、利用実績の減少に伴う収入の減少が見受けられま

す。収入の確保が難しくなっている中で、給食業務の全面委託も始まるため、職員配置における時
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間調整など、適正な人員体制のコントロールを図り、バランスのとれた運営に努めて参りたいと考

えております。 

【目標】 

・所管拠点区分における修繕及び設備機器の更新に関わる支出を除き、収支差額を確保する。 

・事業所における職員の月総労働時間と利用者数の分析から適正配置を検討する。 

【取り組み状況・成果】 

収支管理に対する意識が高まり、支出抑制と稼働率の向上により、収支改善に一定の成果が見られ

ました。修繕・設備更新費等を除いた経常的な活動においては、収支差額の確保は、とりあえずク

リアしましたが、経年による更新等が増加しているため、継続して安定した収支差額の確保を目指

していきたいと思います。また、職員の月総労働時間と利用者数の分析に着手しましたが、具体的

な配置上の課題の整理や明確化には至っておらず、引き続き分析が必要であると考えています。 

■その他 

○地域とのつながり再構築 

【課題と方針】 

コロナ禍以降、地域の実情が見えていないため、私たち職員が地域に足を運び、地域住民に改めて

こしじの里・しぶみ園の機能を知ってもらうように働きかけていきたいと考えております。 

【目標】 

・家族連絡会“きずな”の開催。 

・ボランティア交流会の開催。 

・地域連携推進会議の開催。 

・家族、地域住民参加の防災フェスティバルの開催。 

・こしじの里、しぶみ園で導入している介護機器を地域に発信する。 

【取り組み状況・成果】 

６月に家族連絡会“きずな”を開催し、介護機器の説明および体験の機会を設けました。家族から

は、実際に見て体験することで理解が深まったことや、コロナ禍以降入ることができなかった居室

で生活の様子を確認でき、安心できたとの声が聞かれました。１０月には防災フェスティバルを開

催し、今年度は地域にも参加を呼びかけたことで、ボランティアや利用者家族の参加がありました。

１１月には地域連携推進会議を開催しました。また、越路西小学校の福祉機器体験の受け入れを通

じて小学生との交流を広げることができました。これらの取り組みにより、介護機器や施設の取り

組みを家族・地域へ発信し、理解と安心感の向上につなげることができたと考えています。 

２ おごしの里・しぶみ工房 

介護老人福祉施設（従来型） 

短期入所生活介護（介護予防） 

通所介護（総合事業）くらし元気アップ事業 オレンジカフェ事業 

居宅介護支援 介護保険法に定める訪問調査 

就労継続支援Ｂ型 地域活動支援センター 

共同生活援助（かわばた寮・ひまわりの家） 

【取組事項】 
■サービスの質の向上に向けた取組 

○必要なサービスを速やかに提供できる仕組み作り 

【課題と方針】 

入所者、在宅サービス利用者層が変化している傾向がみられており、サービス利用時の快適性向上

に取り組む必要がある。利用率の安定、困難事例への対応力向上も課題である。 

就労支援では、働きたいという意欲を高めるために達成感とやりがいを持てるような支援が課題。 

【目標】 

・福祉用具活用を検討し、ご利用者の快適性向上に取り組む 

・稼働率向上、困難事例への対応力の育成、向上 

・工賃のアップとやりがいをもって作業に取り組めるよう個々の特性に応じた作業を行う等モチベ
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ーション作り 

【取り組み状況・成果】 

定期的に生じる退所数への対策として、毎月一定数の入所数確保のため計画的な入所準備を実施。

今年度は退所数 26人と前年度より多い状況がありましたが、入所者数は 24人の実績でした。困難

事例への対応では、市基幹包括支援センターとの連携により虐待事例受け入れ実績１件となりまし

た。その他、成年後見制度研修への参加、在宅医療介護連携多職種勉強会に施設介護支援専門員が

参加。ご利用者の意思決定支援への知識・技術の向上のための取り組みを進めました。福祉用具活

用では介護用ベッド調査を実施し、経年に伴う安全性の確認、今後の更新計画作成の参考としまし

た。就労支援では個々の特性に応じた作業内容を提案し、支援計画に沿って意欲的に取り組むこと

ができるよう支援に努めました。受託作業の安定もあり、平均工賃額が昨年度よりさらに増加し、

利用者のモチベーション向上につなげることができました。 

○LIFEの活用とアウトカム評価の結果を出す 

【課題と方針】 

加算取得を開始。十分に活用するための取り組みが必要である。 

【目標】 

フィードバックデータの活用 

【取り組み状況・成果】 
利用者フィードバックデータの自施設と全国平均値の差異に関して確認する等、情報共有を実施。事業

所内の課題抽出、多角的な視点でのケア内容見直しへ活用しております。フィードバックデータに示さ

れる数値から得た気づきを多職種で共有し、サービス内容の向上やケアの改善ができるよう引き続き取

り組みを進めます。 

○リスクを予測し、行動でき、不測の事態を最小限に防ぐ 

【課題と方針】 

全職員がどんな局面であっても適切に対応できる技術力の向上が課題。 

【目標】 

・緊急時に適切に対応し、状況の改善や課題解決ができる 

・未然に防げるように日頃から注意深く観察をし、課題と解決策の提案を行う 

【取り組み状況・成果】 

技術力向上のため法人研修や虐待防止外部研修へ参加し、各事業所内において伝達研修を実施。チ

ェックリストを活用し日頃のケアの検証を実施する等、適切なケアを実践する体制づくりに努めま

した。また、リスクが生じた場合であっても適切な対応ができる力を養うため、生産性向上委員会

において定期的に現場の課題を抽出。課題の明確化により、現時点で行うべき対策を多職種での検

討を実施。現在活用を進めている介護機器の不具合が起きた際の対応に関して、全職員が対応可能

な体制整備のため機器不具合対応手順書の作成、対応研修を実施し対応力の向上に取り組みました。 

○地域特性に応じたサービス提供体制を維持する 

【課題と方針】 

在宅サービスでは、他事業所が対応困難な利用者の受入を進めているが人員確保の体制維持が課題。 

就労支援環境として明るく自然豊かな地でのびのびと作業に取り組むことで、働く喜びと生活の質

の向上を図っていく。 

【目標】 

・他事業所が対応困難な利用者の受入体制継続 

・地域の特性である豊かな自然の中で、特産品の開発や販売先の確保を行う 

【取り組み状況・成果】 

在宅サービスの提供に必要な人員体制を維持し、他事業所が対応困難なご利用者の受け入れを継続。

通所介護では利用率が前年度より１日平均 1.0人増加、短期入所生活介護では１日平均 0.3人増加

しました。就労継続支援では特産品の新規開発は実現できなかったものの、苗箱洗浄作業や銀杏販

売取引先は継続でき前年度より収入増の実績となりました。 
■福祉人材の確保・維持 

○ICTの活用と適材適所の職員配置を行い、仕事の生産性をあげる。 
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【課題と方針】 

介護機器等の活用を継続し、職員の負担軽減や介護職員の体制維持が課題。入所者家族や協力者、

在宅サービス利用しながら介護が必要な高齢者を支える家族の関係が多様化している。介護者の負

担軽減、入所者家族とのつながりの強化のため連絡対応等の利便性、安心感向上に取り組む必要が

ある。 

【目標】 

・介護機器等の活用により業務の効率化を図り、生産性向上を目指す 

・新たな連絡手段活用により、家族とのつながりの強化に取り組む 

【取り組み状況・成果】 
居室間で移動可能な可動式センサーカメラ増設により、反応通知から対応までに要する時間を短縮する

ことができ業務効率化につながっております。また事故発生件数は年 13件と前年度より 6件減少し、事

故防止への効果もみられています。新たな連絡手段であるメルタスファミリーの活用については、電話

での対応も併用しながら状況に応じた丁寧な対応を心掛け、利用者全体のうち４割のご家族が活用され

ております。今後も新規活用につながるよう丁寧にご案内し、ご家族の利便性向上、ペーパーレス化へ

つながるよう取り組みます。 

○人材育成の強化 

【課題と方針】 

求職者が減少している中、中途採用を中心とした採用活動を継続。人員確保のため紹介、派遣会社、

外国人人材等多様な人材を含めた計画的な受入検討を進める。 

サービスの質の向上のためには職員の援助技術の向上が必要。研修への参加や OJTによる知識・技

術の向上を図っていく。 

【目標】 

・中途採用活動に重点を置き、人員体制を維持 

・利用者が安心して相談できるように、それぞれが高い技術を持って利用者の支援にあたる 

【取り組み状況・成果】 

ハローワーク採用説明会への参加など採用活動を実施し、ハローワーク経由で 2名の採用実績。ま

た、外国人材受け入れ研修や交流会に参加。受け入れ体制構築へ取り組み、2名を採用することにな

りました。受け入れ準備期間においては現場職員の課題を確認し、対応策を事業所全体で検討。既

に受け入れを行っている施設の状況、情報提供を頂く等十分な準備を実施することにより円滑な受

け入れができました。また、外国人材入職に伴いマニュアルや手順書、新任職員指導体制の見直し

を実施。結果的に施設全体の職員育成や OJT体制の整備、職員の多様な人材採用への理解や協力体

制の強化にもつながりました。しぶみ工房では市地域活動支援センター情報交換会へ参加。作業内

容に関して関係職員との意見交換や連携を図り、ご利用者支援の技術向上に努めました。 

■財務・資産管理の強化 

○経年劣化に伴う各種修繕、更新を計画的に実施する。 

【課題と方針】 

サービス利用率の減少、人件費率が高く経常収支差額の確保ができない状況。各事業維持のため適

正な人員配置、業務効率化等改善を進める必要がある。 

就労支援事業は障害グループホームの入居者が確保できたため利用率が向上しており高い工賃の維

持で収益は安定している。今後も現状を維持しながら、更なる利用率のアップを目指したい。 

【目標】 

・サービス利用率の維持 

・適正な人件費率による運営 

・経年劣化等による支出が増えているため計画的に修繕を行い、急な出費にならないように備える 

【取り組み状況・成果】 
サービス利用率向上を目指し、毎月一定数の入所者を確保するため、年度途中から担当職員の業務を見

直し円滑な入所を進めた結果、新規入所者を月平均 0.4名増やすことができました。また、適正な人員

配置のため、職員の異動を機に日頃の業務の中での課題を抽出。間接的業務の手順変更、役割分担の検

討を進め、人員が減る中でも業務が効率的に進むよう改善に取り組み、人件費率を 5％減少させることが
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できました。今年度は大規模な修繕工事がありましたので、収支に大きく影響しました。そのため、設

備修繕に関しては、修繕計画に沿って計画的に実施しながら、管理を強化し予算執行いたしましたので、

昨年より経常的な修繕費は減少いたしました。 

■その他 

○地域とのつながり再構築 

【課題と方針】 

介護予防出前講座、地元中学校の地域貢献活動や職業体験の受け入れ、避難訓練への住民参加等を

通じ地域とのつながりが徐々に回復することができている。また活動実績を通じ実施可能なボラン

ティア活動内容も明確になってきているため、地域との交流を通じた連携を強化していく。 

地域行事への参加や施設行事へ参加していただく取り組みを強化する。また、地域連携推進会議を

通して、開かれた風通しの良い施設づくりを進める。 

【目標】 

・地域との交流を通じた連携の強化 

・地域連携推進会議や収穫祭を通して地域の方と親睦を深める 

【取り組み状況・成果】 

ボランティア活動においては個人、グループどちらも新規申込があり活動を継続。介護予防出前講

座では月１回介護者向けに地域で発行されている「ほのぼの介護通信」で活動を紹介。情報発信を

きっかけに新規依頼につながる等活動の広がりがみられました。地域連携推進会議では、地域の方々

や関係機関職員から参加いただき、支援の関係性構築に取り組みました。また、意見聴取やグルー

プホーム見学の機会を設け、生活の様子や支援内容を説明しご利用者と地域との関係づくりに努め

ました。 

 

第六 各拠点における主な活動実績等 

一 法人本部 

月 主な活動と内容 その他 

４月 ９日 経営運営会議  

５月 

８日 経営運営会議 

２０日・２１日 法人監査 

２８日 理事会 

２８日 法人研修 誤薬 講師：こし

じ調剤薬局 薬局長 山口素由氏 

６月 

２日 理事会（書面） 

４日 経営運営会議 

１２日 評議員選任解任委員会 

２５日 評議員会 理事会 

９日 県社協福祉しごとフェア 

１０日 外国人介護人材採用面接 

１７日 法人研修 職場におけるハ

ラスメント防止 講師：パートナーズ

プロジェクト 大谷実氏 

７月 ９日 経営運営会議 

８日 高卒求人企業説明会 

１１日 法人研修 障害者虐待 講

師：長岡市障害者基幹相談センター 

関真美・五十嵐絵里氏 

８月 ６日 経営運営会議 
２９日 法人研修 メンタルヘルス 

講師：新潟青陵大学 斎藤恵美氏 

９月 
２日 経営運営会議 

２４日 理事会 

５日・１８日 ハローワーク求人説明

会 

２５日 法人研修 成年後見 講師：

司法書士法人いちえ 長谷川繁氏 
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１０月  ７日 経営運営会議  

１１月 

 ５日 経営運絵会議 

９日 苦情報告会 

１８日・１９日 法人監査 

１０日 長岡市外国人材交流会 

１３日 法人研修 高齢者虐待防止と

認知症 講師：社会福祉士会 新野直

紀氏 

２８日 ハローワーク介護就職デイ 

１２月 
 ４日 経営運営会議 

１０日 理事会 
 

１月  ７日 経営運営会議  

２月  ４日 経営運営会議 
４日 ながおか企業フェス 

２４日 外国人雇用労務セミナー 

３月 

 ３日 経営運営会議 

１１日 理事会 

１９日 評議員会 

 

※評議員会 定例会 ６月 臨時会 ３月 他 審議事項が発生した場合開催 

 理事会  四半期ごとに業務報告 これに併せ、審議事項が発生した場合開催 

 

〇役員賠償保険加入状況 

保険会社 ： あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

加入保険 ： 役員賠償責任保険 

支払限度額： 基本補償   100,000千円（1事故もしくは、保険期間） 

  コンサルティング費用 10,000千円 

  免責金額   なし 
補償対象者： 法人のすべての役員（理事・監事）、評議員 

および施設長等の重要な役割を担う従業員 

 支払保険金： 法律上の損害賠償金 争訟費用 初期・訴訟対応費用 

 保険料  ： ８７，８４０円（年間保険料） 

（全額法人より支出） 

 

二 こしじの里しぶみ園活動実績 

主な事項 

４月 １日 給食全面委託業務開始 石本商事 

４月２３日 防災地域連絡会 

４月２４日 屋根防水工事入札 

５月１４日 昼間時避難訓練 

５月２７日 高圧ケーブル更新工事 

５月 ４日 結核検診（６／２、７／２、９、３０） 

６月１６日 夜勤者検診 

７月１５日 参議院議員選挙不在者投票 

７月３１日 外壁修繕工事(ユニット) 

８月２６日 口腔ケア勉強会 

８月２８日 従来型機械浴修理 

９月４日、５日 消防設備機器点検 
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９月２４日 建築物定期調査報告 

 昼間時避難訓練（消防署立会） 

９月２５日 屋根防水点検検査 

９月２８日 電気工事 ミスト浴 

９月２９日 受水槽清掃 

１０月１０日 職場見学会（ハローワーク主催）参加 

１０月２６日 防災訓練（地域消防団合同） 

１１月 ５日 地域連携推進会議 

１１月 ５日 従来型特養浴槽ミスト浴導入 

１１月１８日 職員健康診断 

１１月２７日 ユニット NC ココヘルパパソコン更新 

１２月２２日 ユニット給湯器工事（もみじ） 

１２月２３日 従来型パッケージエアコン修理 

１月８~９日、１４~１５日 床清掃 

１月１９日 LED 工事（従来型） 

１月２２日 しぶみ園眠り SCAN１０台及びカメラ１台納入 

３月９、１１日 防災設備機器点検 

３月１８日 浴室オゾン機器点検 

３月１５日 更衣室電気錠取付 

３月２４日 防犯カメラ増設 

３月３０日 眠り SCAN 連動カメラ追加 

 

行事・見学等 

４月 ３日 喫茶ひまわり 

５月１７日 花いっぱい運動花苗植え 

５月１４日 出前講座（小国上栗） 

５月２２日 ボランティア交流会 

６月 ２日 喫茶ひまわり・草取りボランティア 

６月１３日 ユニット利用者意見交換会 

６月１９日 喫茶ひまわり 

６月２４日 従来意見交換会 

６月２９日 家族連絡会“きずな” 

７月１６日 福祉機器体験教室（越路西小３年生） 

７月１７日 喫茶ひまわり 

８月 ４日 物故者法要 

９月１４日 こしじの里敬老会 

９月１９日 ユニット利用者意見交換会 

１０月 ２日 防災フェスティバル 

１０月２４日 上中越地区スポーツ交流会３名参加 

１１月１４日 長野県老健より６名施設見学 

１１月２７日 ゆりの会紙芝居ボランティア 

１月２３日 越路西小３年生交流会 

２月１３日 越路西小３年生交流会 

３月２４日 出前講座（小国七日町） 

※喫茶ひまわり 第１、３木曜日実施 計２２回開催 

※利用者意見交換会 年４回実施 従来・ユニット合計８回開催 

 

会議・委員会 
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運営会議 １２ 虐待防止・身体拘束適正化委員会 ３１ 

工賃算定評価基準会議  衛生委員会 １２ 

入所検討委員会 １７ 地域交流推進委員会 ７ 

防災対策委員会  たんの吸引等安全管理委員会 ４ 

感染症対策委委員会 ３０ 生産性向上委員会 １２ 

事故防止対策委員会 ３２ 地域連携推進会議 １ 

 

苦情・意見・要望 

受付件数 １２ 

申出人 利用者 ４ 

家族 ６ 

その他 ２ 

内容 説明・情報不足 ５ 

職員の態度 ４ 

サービスの内容・量 ３ 

権利侵害  

その他 １ 

 

事故・感染症 

事故 感染症 

転倒 １５ 新型コロナウイルス １４ 

転落 ２ インフルエンザ  

外傷 １ 感染症胃腸炎  

誤薬 １１ 疥癬  

その他  その他  

※事故・感染 行政報告を行ったもの 

 

三 おごしの里活動実績 

主な事項 

４月１３日 電話機器更新 

４月１４日 冷房設備更新工事 

４月１５日 ガス漏れ検知器更新工事 

４月２２日 火災受信機更新工事 

自然災害 BCP 研修 

４月２４日 災害時メール定期配信訓練 

５月１１日 床清掃 

５月１５日 消火器・消火栓取り扱い訓練 

５月２２日 居宅介護支援事業所運営指導 

６月 ３日 感染症対策 BCP 研修 

６月 ５日 利用者健康診断、結核検診 

       地下タンク修繕工事消防立入検査（使用許可） 

６月 ９日 自動ドア保守点検 

６月２４日 自然災害 BCP 訓練 

６月１０日 夜勤者健康診断 

６月３０日 見守り支援センサーカメラ２台増設 

７月１０日 特殊浴槽保守点検 

７月１４日 参議院議員選挙不在者投票 

７月１９日 昼間時地域住民・地域消防団参加避難訓練 
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８月 ２日 受水槽点検 

８月 ５日 地下タンク点検 

８月 ６日 給水給湯設備保守点検 

８月 ８日 建築物定期調査 

８月２４日 心肺蘇生・AED 取り扱い訓練 

９月 ２日 感染症対策 BCP 訓練 

１１月 ５日 インフルエンザ予防接種 

１１月 ７日 デイ浴室手すり設置工事 

１１月１０日 スチームコンベクションオーブン更新 

１１月１２日 消防署立会夜間時想定避難訓練、洗濯室床下漏水修繕 

１１月１４日 消防機器設備点検 

１１月１７日 介護保険事業者指定更新通知（特養、短期） 

１１月２０日 介護支援専門員実務者研修指導者研修 

１１月２１日 園内防除 

１１月２５日 災害対策メール配信訓練、業務用ルーター更新 

１１月２６日 電気保安定期点検 

１１月２９日 感染症対策 BCP 研修 

１１月２８日 ハローワーク介護就職デイ参加 

１２月 ３日 老人福祉法県実地指導 

１２月 ２日 自動ドア点検 

１２月１１日 簡易水道検査 

１２月２４日 外国人人材受入研修 

１２月３０日 自然災害 BCP 研修 

 １月 ６日 外国人人材受入交流会、指導担当者会議 

 １月２７日 給水給湯設備点検、厨房検収室給湯管修繕 

２月 ３日 衆議院議員選挙不在者投票 

２月 ５日 洗濯乾燥機修繕 

２月２４日 自然災害 BCP 訓練 

２月２６日 感染症対策 BCP 訓練 

 ３月１０日 車庫シャッター修繕工事 

 

行事・見学等 

４月 ８日 市介護相談員派遣 

４月２２日 市介護相談員派遣 

５月１３日 市介護相談員派遣 

５月１４日 市花いっぱい運動参加 

５月２７日 市介護相談員派遣 

５月２９日 小国中学校地域貢献活動受け入れ４名 

６月１０日 市介護相談員派遣 

６月２４日 市介護相談員派遣 

７月 ８日 市介護相談員派遣 

       小国中学校職場体験学習受け入れ２名（３日間） 

７月１６日 出前講座（小国小栗山） 

７月２２日 市介護相談員派遣 

       ハローワーク人材確保支援チーム訪問 

７月２７日 納涼会 

７月２８日 デイサービスセンター夏祭り 

８月 ７日 市長寿はつらつ課職員オレンジカフェ事業見学 
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８月１２日 市介護相談員派遣 

８月１４日 夜櫻会施設訪問 

８月２６日 家族協力会（書面報告） 

市介護相談員派遣 

８月２８日 介護福祉士養成施設実習生受け入れ１名（２２日間） 

９月１４日 すこやかともしびまつり 職員１名ボランティア派遣 

９月２１日 敬老会 

９月２５日 市介護相談員派遣 

１０月 ９日 オレンジカフェ事業市職員見学 

１０月２７日 花いっぱい運動活動報告 

１０月２８日 介護予防出前講座 

１１月１３日 高等支援学校見学会参加 

１１月１６日 小国診療所健康フェスタ展示参加 

 １月 ８日 オレンジカフェ部会参加 

 ３月２２日 利用者懇談会 

 

会議・委員会 

運営会議 １２ 虐待防止・身体拘束適正化委員会 １２ 

工賃算定評価基準会議  衛生委員会 １２ 

入所検討委員会 １２ 地域交流推進委員会 ３ 

防災対策委員会 １２ たんの吸引等安全管理委員会 ４ 

感染症対策委委員会 １３ 生産性向上委員会 １１ 

事故防止対策委員会 １２ 協力医療機関連携会議 １２ 

 

苦情・意見・要望 

受付件数 ３ 

申出人 利用者  

家族 ３ 

その他  

内容 説明・情報不足 １ 

職員の態度  

サービスの内容・量 ２ 

権利侵害  

その他  

 

事故・感染症 

事故 感染症 

転倒 ８ 新型コロナウイルス  

転落 １ インフルエンザ  

外傷  感染症胃腸炎  

誤薬 ２ 疥癬  

その他 ２ その他  

※事故・感染 行政報告を行ったもの 

 

四 しぶみ工房活動実績 

主な事項 

４月 ４日 利用者説明会 

４月１０日 エレベーター点検修理 
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５月２１日 地震想定避難訓練 

５月２３日 感染症 BCP 研修 

６月 ９日 自動ドア点検 

６月１２日 利用者健康診断 

６月１９日 火災想定避難訓練 

６月２０日 虐待防止研修 

６月２２日 情報伝達訓練 

７月２４日 総合防災訓練、炊き出し訓練 

７月２８日 建築物定期調査 

８月１２日 食中毒研修 

８月１３日 消火器使用訓練 

８月２０日 かわばた寮地震想定避難訓練 

９月 １日 消防設備点検 

９月 ９日 ひまわりの家地震想定避難訓練 

９月１９日 事故防止研修 

１０月 ４日 外壁漏水修繕工事 

１１月１８日 インフルエンザ予防接種 

１１月２１日 災害 BCP 訓練 

 １月 ８日 感染症食中毒蔓延防止研修 

 １月２７日 利用者感染症研修 

 ２月１９日 防災学習会 

 ２月２７日 地域活動支援センター情報交換会 

 ３月 ４日 消防設備点検 

３月 ７日 汚水桝工事 

３月１０日 エレベーター法定点検 

３月１９日 インボイス制度対応システム導入 

３月２７日 地震想定避難訓練 

 

行事・見学等 

４月２２日 花見会（せせらぎ公園） 

５月 ９日 地域奉仕活動（原地区） 

５月２６日 保育士養成施設実習生受け入れ１名（１０日間） 

５月２９日 小国中学校地域貢献活動（レクリエーション） 

６月 ３日 小国中学校地域貢献活動（レクリエーション） 

６月 ４日 新緑ウォーク（おぐに森林公園） 

６月２３日 高等総合支援学校実習生受け入れ１名（５日間） 

８月１２日 納涼会 

９月 ９日 小国中学校地域貢献活動（レクリエーション） 

９月１３日 すこやかともしびまつり 職員１名ボランティア派遣 

１０月 １日 日帰りレク（十日町） 

１０月１７日 地域連携推進会議 

１０月２０日 高等支援学校実習生受け入れ１名（５日間） 

１０月２３日 収穫祭 

１１月 ３日 おぐに秋まつり 

１２月１２日 忘年会・クリスマス会 

１２月２３日 柏崎厚生病院長こころの健康相談 

１月 ５日 新年お楽しみ会 

 

会議・委員会 
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運営会議 １２ 虐待防止・身体拘束適正化委員会 ２ 

工賃算定評価基準会議 ８ 衛生委員会  

入所検討委員会 １ 地域交流推進委員会 ４ 

防災対策委員会 １３ ケース援助会議 １３ 

感染症対策委委員会 １０ 世話人会議 ２ 

事故防止対策委員会 ４ 地域連携推進会議 １ 

 

苦情・意見・要望 

受付件数 ０ 

申出人 利用者  

家族  

その他  

内容 説明・情報不足  

職員の態度  

サービスの内容・量  

権利侵害  

その他  

 

事故・感染症 

事故 感染症 

転倒  新型コロナウイルス  

転落  インフルエンザ  

外傷  感染症胃腸炎  

誤薬  疥癬  

その他  その他  

※事故・感染 行政報告を行ったもの 
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第三-四、五

事業執行体制、組織体制に関わる職員配置状況

施設・事業所別 職種 配置人数 常勤職員 短時間勤務職員

局長 1 1

園長 1 1

総務職員 3 2 1

管理補助員 5 1 4

生活相談員 2 2

看護職員 4 4

機能訓練指導員 1 1

介護職員 28 19 9

補助員 0

給食栄養職員 1 1

小計 46 32 14

生活相談員 1 1

介護支援専門員 2 2

看護職員 2 2

介護職員 18 15 3

管理補助員 1 1

給食栄養職員 1 1

小計 25 21 4

看護職員 1 1

支援員 7 7

給食栄養職員 0

小計 8 8 0

生活相談員 1 1

看護職員 1 1

介護職員 7 5 2

小計 9 6 3

訪問介護　居宅介護 訪問介護員 3 3

居宅介護支援 介護支援専門員 3 3

こしじの里しぶみ園全体 合計 94 73 21

統括 1 1

園長 1 1

総務職員 2 2

生活相談員 2 2

看護職員 5 3 2

介護職員 23 17 6

管理員 3 3

給食栄養職員 1 1

小計 38 27 11

生活相談員 2 2

看護職員 2 1 1

介護職員 9 2 7

管理員 0

運転員 0 0

小計 13 5 8

訪問介護　 訪問介護員 0

居宅介護支援 介護支援専門員 3 3

おごしの里全体 おごしの里全体 54 35 19

管理者 1 1

支援員 5 3 2

世話人 6 6

給食栄養職員 2 1 1

合計 14 5 9

合計 162 113 49

※兼務職員等は主として従事する職種に計上

※サービス提供責任者は訪問介護員に、サービス管理責任者は支援員に含む

※実数記載

し
ぶ
み
工
房

就労継続B型
地域支援センター
共同生活援助

令和8年3月31日現在

法人全体

通所介護

介護老人福祉施設
短期入所生活介護

介護老人福祉施設
ユニット型

しぶみ園
施設入所
生活介護
短期入所

こ
し
じ
の
里
し
ぶ
み
園

介護老人福祉施設
短期入所生活介護

通所介護

お
ご
し
の
里
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第五-二、三

介護老人福祉施設 令和8年3月31日現在

こしじの里 こしじの里ユニット おごしの里 計

在籍者数計 50 39 36 125

男性 14 14 9 37

女性 36 25 27 88

平均年齢計 89.1 90.2 88.4 89.2

男性 82.7 85.4 83.1 83.8

女性 91.6 93 90.2 91.6

平均要介護度計 3.8 3.4 3.7 3.7

1 0

2 0

3 22 23 17 62

4 18 12 14 44

5 10 4 5 19

月別延べ利用者数計 17,246 13,819 13,023 44,088

４月 1,333 1,152 1,105 3,590

５月 1,360 1,186 1,125 3,671

６月 1,398 1,160 1,064 3,622

７月 1,438 1,226 1,186 3,850

８月 1,486 1,175 1,160 3,821

９月 1,493 1,161 1,103 3,757

１０月 1,487 1,174 1,140 3,801

１１月 1,416 1,116 1,044 3,576

１２月 1,501 1,194 1,004 3,699

１月 1,527 1,092 1,004 3,623

２月 1,325 1,006 978 3,309

３月 1,482 1,177 1,110 3,769

平均利用者数 47.2 37.9 35.7 120.8

退所者数 24 20 26 70

入所者数 24 19 24 67

待機者 126 41 56 223

※特記事項・補足

延べ利用者数は、空床期間、入院期間除く  
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第五-二 第五-二

障害者支援施設 障害福祉在宅サービス(在宅)

しぶみ園 こしじの里しぶみ園 令和8年3月31日現在

施設入所 生活介護 短期入所 居宅介護 重度訪問介護

在籍者数・利用実数計 6 0 0

男性 5

女性 1

平均年齢計 50.3 58.0

男性 48.8 64.5

女性 58.0 51.5

平均障害程度区分計

1

2 1

3

4 2

5 1

6 5 1

月別述べ利用者数計 3,640 2,661 203 819 0

４月 298 212 18 66

５月 309 229 15 71

６月 300 220 16 68

７月 310 230 15 69

８月 304 219 15 68

９月 300 220 16 66

１０月 310 230 15 75

１１月 300 219 11 66

１２月 309 223 19 69

１月 310 230 19 68

２月 280 199 22 65

３月 310 230 22 68

平均利用者数 10.0 9.9 0.56 2.62 0.00

退所者数 0 0 0 0

入所者数 0 0 0 0

待機者

※特記事項

生活介護稼働日：月の日数－８日

1

2

6

77.5

70.0

10

7

3

75.3

1
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第五-二、三

高齢福祉サービス(在宅)

計

短期入所生活介護 介護 予防 小計 介護 予防 小計 合計

月別延べ利用者数 5,912 295 6,207 3,639 42 3,681 9,888

４月 433 16 449 271 4 275 724

５月 464 17 481 284 4 288 769

６月 412 27 439 283 0 283 722

７月 464 27 491 288 4 292 783

８月 506 21 527 301 4 305 832

９月 485 23 508 230 4 234 742

１０月 551 31 582 272 4 276 858

１１月 493 24 517 349 4 353 870

１２月 559 21 580 311 4 315 895

１月 505 33 538 362 2 364 902

２月 505 24 529 340 4 344 873

３月 535 31 566 348 4 352 918

平均利用者数・日 16.2 0.8 17.0 10.0 0.1 10.1 27.1

平均要介護度 2.7 1.4 2.6 2.7 1.0 2.7 2.7

送迎者数 2,156 176 2,332 1,112 42 1,154 3,486

通所介護 介護 予防 小計 介護 予防 小計 合計

月別延べ利用者数 4,923 1,062 5,985 5,933 347 6,280 12,265

４月 407 70 477 497 28 525 1,002

５月 452 85 537 544 31 575 1,112

６月 423 80 503 489 29 518 1,021

７月 457 93 550 540 30 570 1,120

８月 414 85 499 446 26 472 971

９月 410 96 506 502 32 534 1,040

１０月 438 94 532 553 35 588 1,120

１１月 388 83 471 482 28 510 981

１２月 437 94 531 523 30 553 1,084

１月 357 91 448 461 29 490 938

２月 339 86 425 412 21 433 858

３月 401 105 506 484 28 512 1,018

平均利用者数・日 15.8 3.4 19.2 19.0 1.1 20.1 39.3

平均要介護度 2.1 1.8 1.8 2.2 1.1 2.0 1.9

訪問介護 介護 予防 小計 介護 予防 小計 合計

訪問回数 1,926 345 2,271 0 0 0 2,271

４月 168 40 208 208

５月 171 39 210 210

６月 164 36 200 200

７月 176 36 212 212

８月 162 35 197 197

９月 163 36 199 199

１０月 146 33 179 179

１１月 151 20 171 171

１２月 159 23 182 182

１月 174 17 191 191

２月 151 15 166 166

３月 141 15 156 156

平均利用件数・日 6.2 1.1 7.3 0.0 0.0 0.0 7.3

※特記事項

短期入所生活介護には空床利用を含む実績

こしじの里 おごしの里

令和8年3月31日現在
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第五-三

就労支援事業

在籍者数計 5 5 10

男性 5 5

女性 5 5

平均年齢計 40.6 46.0 43.1

男性 40.6 40.6

女性 46.0 46.0

平均障害支援区分計 5 5 10

1 1 1 2

2 3 3 6

3 1 1 2

4

5

6

月別延べ利用者数 253 5,548 241 425 1,800 1,801 3,601

４月 22 494 21 48 150 149 299

５月 21 470 20 49 150 153 303

６月 22 492 21 46 149 150 299

７月 23 515 22 55 155 155 310

８月 19 422 18 40 148 153 301

９月 21 473 20 38 150 149 299

１０月 23 508 22 35 155 154 309

１１月 19 378 18 29 150 147 297

１２月 22 485 21 36 151 150 301

１月 20 426 19 10 148 149 297

２月 19 405 18 11 139 139 278

３月 22 480 21 28 155 153 308

平均利用者数 21.9 1.8 4.9 4.9 9.9

※特記事項

62.0

64.0

60.0

43.9

44.9

43.0

24

13

11

4

2

2

共同生活
援助計

令和8年3月31日現在

しぶみ工房

かわばた寮
ひまわりの

家就労継続B型 地域活動支援センター
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第五-二、三

公益事業

計

居宅介護支援 介護 介護予防 小計 介護 介護予防 小計 合計

計画作成数 1,259 280 1,539 999 118 1,117 2656

４月 101 26 127 84 8 92 219

５月 104 26 130 85 8 93 223

６月 107 25 132 87 9 96 228

７月 107 26 133 86 11 97 230

８月 105 26 131 85 11 96 227

９月 107 23 130 85 11 96 226

１０月 107 21 128 84 11 95 223

１１月 104 22 126 83 11 94 220

１２月 100 21 121 82 9 91 212

１月 103 22 125 81 9 90 215

２月 107 21 128 78 10 88 216

３月 107 21 128 79 10 89 217

平均利用者数・月 104.9 23.3 128.3 83.3 9.8 93.1 221.3

平均要介護度 1.8 1.7 1.7 2.3 1.8 2.0 1.9

訪問調査受託 施設 在宅 小計 施設 在宅 小計

月別延べ利用者数 39 43 82 13 0 13 95

４月 1 1 2 2 0 2 4

５月 1 3 4 0 0 0 4

６月 7 5 12 2 0 2 14

７月 6 5 11 2 0 2 13

８月 1 4 5 0 0 0 5

９月 1 5 6 1 0 1 7

１０月 4 4 8 0 0 0 8

１１月 2 2 4 0 0 0 4

１２月 1 4 5 2 0 2 7

１月 4 3 7 0 0 0 7

２月 6 3 9 1 0 1 10

３月 5 4 9 3 0 3 12

くらし元気アップ事業 小計 小計

月別延べ利用者数 226 279 505

４月 16 31 47

５月 23 32 55

６月 12 27 39

７月 14 30 44

８月 19 13 32

９月 20 20 40

１０月 27 26 53

１１月 21 20 41

１２月 22 23 45

１月 23 19 42

２月 16 18 34

３月 13 20 33

平均利用者数・月 18.8 23.3 42.8

※特記事項

こしじの里 おごしの里

令和8年3月31日現在

 




